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人は皆、自分の「好き」を貫いて生きているだろうか。

私は最近、そういうことを考えるようになった。SNS を

見ていると、自分の「好き」を堂々と語ったり、それを

行動に移したりする、いわゆる「推し活」などをしてい

る人が多くいるが、その反面、誰かの目や言葉を気にし

て、「好き」を隠して生きている人の方が多いのではな

いだろうか。 

正直に言うと、私もその一人だ。本当はこれが好きだ

と言いたいのに、変に思われそうで口に出せなかったり、

自分が好きな系統の服を見つけても、「私には似合わな

いかな」「人に引かれないかな」と不安になって結局親

に選んでもらったものを着てしまう。そんな風に、自分

の「好き」に正直になれないことが、今まで何度もあっ

た。 

今の時代、自分の「好き」を貫くのは、決して簡単な

ことではない。私たちは、家族、友達、先生、近所の人、

そして SNS などのネット上の全く知らない誰かなど、

日々あらゆる人たちの意見や視線にさらされている。中

には明るく自分の好きを応援してくれる肯定的な言葉も

あるけれど、時には、心に刺さるような否定的な言葉を

受けることもある。たとえば、ある女の子が自分のこと

を「僕」と呼んでいたとする。彼女にとってはそれが自

然で、一番しっくりくる言い方だったのかもしれない。

だけど、親から「女の子なんだから私って言いなさい」

と注意されたとする。きっと、彼女は戸惑い、やがてそ

れに感化されて「私」と呼ぶようになるだろう。一見す

ると小さな出来事に見えるかもしれない。けれど、それ

はその子にとって、自分らしさを一つ失うことだったの

ではないか。 

一人称だけではない。服装や髪型、好きな色、好きな

音楽、趣味、将来の夢……。そういったものにも、「女

の子らしく」「男の子なんだから」「それはあなたには

変だよ」と言われることがある。私も、友達に好きなも

のを間接的に「あれってそこまで可愛くないよね」「バ

カらしいよね」などと笑われたことがある。言った本人

にとっては軽い気持ちで言った言葉だったのかもしれな

いが、その一言で私は人前で堂々とそれを好きだと言え

なくなってしまった。今現在、確かに昔に比べれば社会

全体が少しずつ多様性を認める方向に進んでいるのは事

実だと思う。しかし、それでもなお、「人と合わせない

と」「人と違ってはいけない」という考えや雰囲気は、

私たちのまわりに今も強く残っているように感じる。そ

れなら「無視すればいいじゃないか」「人の意見なんて

気にせず、やりたいことをやればいい」と言われること

もあるだろう。だが、それをすることは実はとても難し

い。親に逆らうのは勇気がいるし、友達と違うことをす

るのは仲間外れにされるかもしれないし変な目で見られ

るかもしれない、そんな恐れから、一歩を踏み出すこと

はとても難しいのだ。 

だけど、それでも私は、自分の「好き」を貫きたいと

思っている。その理由はとてもシンプルで「人の意見に

振り回される人生より、自分の気持ちを大切にする人生

を送りたい」からだ。私の人生は、親のものでも、友達

のものでもなく、私自身のものである。そんなたった一

つだけの大切な人生で、自分で自分の「好き」を否定し

続けていたら、きっとどこかで後悔すると思う。 

「これが好きだ」という思いは、自分にしかわからな

く、自分だけの宝物のようなものだと思う。それを他人

の何気ない一言で失ってしまうのは、あまりにももった

いない。誰かに自分の「好き」を理解されなくても、自

分自身で自分の「好き」を信じてあげることが、何より

も大切なことだ。 

もちろん、すべてを貫くことは難しい。時には妥協も

必要だし、誰かと合わせなければならない場面もあるだ

ろう。その中でも、自分の「好き」を少しでも残せたら、

それだけで十分価値があるものになる。たとえ小さな一

歩でも、自分で選び、自分で決めたという経験が、自分

らしさにつながっていくだろう。これからの人生、自分

の「好き」が何度も試される場面があるかもしれない。

否定されたり、笑われたりすることもあるかもしれない。

でも、それでも私は「自分はこれが好き」と胸を張って

言える自分でいたい。たとえ周りの意見に流されそうに

なっても、自分の心の声を聞き逃さないようにしたい。 

たった一度きりの自分の人生、人の言葉に縛られず、

全力で自分の「好き」を貫いて満足するものにしていき

たい。 
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